
様式第二号の八（第八条の四の五関係） 

（第1面） 

産業廃棄物処理計画書 

令和8 年 6 月 22 日 

久留米市長 殿 

提出者 

住 所 福岡市博多区上牟田2丁目11番24号 

げ ,ブ 大和ハウス工業株式会社九J、ト~支社 
エに 年1 支社長 ― 

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 

電話番号 092-411-7446 

. 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 
その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称 大和ハウス工業株式会社 九州支社 

事 業 場 の 所 在 地 久留米市内事業場 

計 画 期 間 令和8年4月1日 ～ 令和9年3月31日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

①事 業 の 種 類 建設業 

②事 業 の 規 模 元請完成エ事高 68, 215百万円 

③
 

従
 

業
 

員
 

数
 

総数652名（うち社員641名） 
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（日本産業規格A列4番） 
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（第2面） 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

（管理体制図） 

大和ハウスエ業糊 

本社 
L - 

↓ 
九州支社 

廃棄物管理責任者 

L 

BS本部 技術統括部 

安全環境部 

廃棄物管理グループ 

  建築系工事責任者 
「→―作業所長 

住宅系工事責任者 → 作業所長 

マニフェスト管理 

マニフェスト管理 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

①現状 

【前年度（令和 7年度）実績】 

産業廃棄物の種類 別紙 

排 出 量 t t 

（これまでに実施した取組） 

・現場内での分別管理を徹底し、金属・段ボールは、有価物として排出 
している。 
・リサイクル可能な産業廃棄物は、100％に近づけるよう指導している。 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙 

排 出 量 t t 

（今後実施する予定の取組） 

・分別品目の細分化を進め、リサイクル率100％を目標とする。 
・梱包材の簡素化。 
・現場の養生材やその他資材として再利用できるように計画する。 

産業廃棄物の分別に関する事項 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

汚泥、ガラスくず、コンクリートくず、がれき類、陶磁器くず、木く 
ず、紙くず、繊維くず、廃プラスチック類、金属くず 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

汚泥、ガラスくず、コンクリートくず、がれき類、陶磁器くず、木く 
ず、紙くず、繊維くず、廃プラスチック類、金属くず 
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（第２面）

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（　令和　７年度）実績】

t t

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

汚泥、ガラスくず、コンクリートくず、がれき類、陶磁器くず、木く
ず、紙くず、繊維くず、廃プラスチック類、金属くず

②計画

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

汚泥、ガラスくず、コンクリートくず、がれき類、陶磁器くず、木く
ず、紙くず、繊維くず、廃プラスチック類、金属くず

①現状

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙

排 出 量

・現場内での分別管理を徹底し、金属・段ボールは、有価物として排出
している。
・リサイクル可能な産業廃棄物は、100%に近づけるよう指導している。

②計画

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙

排 出 量

・分別品目の細分化を進め、リサイクル率100%を目標とする。
・梱包材の簡素化。
・現場の養生材やその他資材として再利用できるように計画する。

大和ハウス工業㈱

本社

作業所長

作業所長住宅系工事責任者

建築系工事責任者
九州支社

廃棄物管理責任者

マニフェスト管理

マニフェスト管理

ＢＳ本部 技術統括部

安全環境部

廃棄物管理グループ
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（第3面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

【前年度（令和 7年度）実績】 

①現状 

産業廃棄物の種類 別紙 

自ら再生利用を行った 
産業廃棄物の量 

t t 

（これまでに実施した取組） 

・排出時の分別精度アップ 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙 

自ら再生利用を行う 
産業廃棄物の量 t t 

（今後実施する予定の取組） 

・排出時の分別精度アップ 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

①現状 

【前年度（令和 7年度）実績】 

産業廃棄物の種類 別紙 

自 ら熱回収 を行 っ た 
産 業 廃 棄 物 の 量 t t 

自ら中間処理により減量した 
産 業 廃 棄 物 の 量 t t 

（これまでに実施した取組） 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙 

自 ら熱回収を行う 
産業廃棄物の量 t t 

自ら中間処理により減量する 
産 業 廃 棄 物 の 量 t t 

（今後実施する予定の取組） 

・住宅系新築工事における工場デポ化の更なる徹底。 
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（第３面）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（　令和　７年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

t ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度（　令和　７年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

t t

t t

（今後実施する予定の取組）

別紙

自 ら 熱 回 収 を 行 っ た
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減量する
産 業 廃 棄 物 の 量

①現状

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙

・排出時の分別精度アップ

②計画

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

・排出時の分別精度アップ

①現状

産 業 廃 棄 物 の 種 類

・住宅系新築工事における工場デポ化の更なる徹底。

②計画

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減量した
産 業 廃 棄 物 の 量
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（第4面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

【前年度（令和 7年度）実績】 

①現状 

産業廃棄物の種類 別紙 

自 ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行った 
産業廃棄物 の 量 

t t 

（これまでに実施した取組） 

・特になし 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙 

自 ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行う 
産業廃棄物 の 量 

t t 

（今後実施する予定の取組） 

・特になし 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

①現状 

【前年度（令和 7年度）実績】 

産業廃棄物の種類 別紙 

全 処 理 委 託 量 t t 

優良認定処理業者への 
処 理 委 託 量 t t 

再生利用業者への 
処理委 託 量 t t 

認定熱回収業者への 
処 理 委 託 量 t t 

認定熱回収業者以外の 
熱回収を行う業者への 
処 理 委 託 量 

t t 

（これまでに実施した取組） 

・産業廃棄物を委託できる業者と書面及び電子にて契約を行っている。 
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（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（　令和　７年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（　令和　７年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

②計画

①現状

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

・特になし

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

・産業廃棄物を委託できる業者と書面及び電子にて契約を行っている。

①現状

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙

再生利用業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海 洋 投 入 処 分 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

・特になし

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

全 処 理 委 託 量
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（第５面）

【目標】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

別紙

②計画

産 業 廃 棄 物 の 種 類

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再生利用業者への
処 理 委 託 量

 ※事務処理欄

全 処 理 委 託 量

・可能な限り優良認定処理業者、再利用業者、熱回収業者へ委託する。
・定期的に委託業者の処理場へ訪問し、当社の廃棄物処理に関する規定
に満たしているか確認している。

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

# Confidential



>&'¨�� 8�>'��


�*ƒ��
���� �S�º�Ø�b#Ø���ë� "@�b$Î#Õ5��@�� �����������º�å�è�V�b�¦�����H�\�_�� �Û�8�B�M�•�G�\����

���� �\0ñ�º�Ø�b�� �v���� �¥�r�[�_�f���M�•�G�\����

���� ���\0ñ�¦�����_�>�8�Z#'�_/œ�W�Z�8�•�¦���_6õ�M�•�¦8o���b�
�c�
�è�W�_�‘�W�Z0°
°�M��
�•�G�\����
�������q�
�_�c�
 �¥�•�† =#Ø���(8®�b�
�(�†0°
°�M�•�G�\����
�������r�
�_�c�
0�4����b���œ�_�>�E�•0�4�����,´8 >&�S�º�Ø��)¼>' �
��0¿���b���œ�_�>�E��

�•
–13�ö�B�d�¦9×>&�S�º�Ø��)¼>' �
��$ª�µ6õ�b���œ�_�>�E�•$S�Ë�X>&�S�º�Ø�Ž�ì!l>''¼��
�b��'��_�Â�L�¦��0d�•�@�(�?�•�|�:�^�S�º�Ø�b��)¼�†0°
°�M�•�G�\����

�������t�
�_�c�
�\0ñ�¦�����_�>�8�Z#Õ�N�•#Ø���ë� "@�_�X�8�Z�b$Î#Õ�?�}�q)
���(�@)
�¢��
�M�•�r�[�b�M4��b��#.�b�d&ì>&�\0ñ��#.�†�$0¯�M�•���œ�c�
�$0¯�b
Æ���†�µ�t�� >'�†0°��

°�M�•�G�\����

���� ��+¬�}/œ�:#Ø���ë� "@�b�p6ë��#.�_6õ�M�•�¦8o���b�
�_�c�
#Ø���ë� "@�b'�8®�H�\�_�
��
+¬�}�p6ë��#.�†/œ�:�_7•�K�Z!Õ�G�p�†/œ�W�S���œ�_�>�E�•!Õ�G�p�†/œ�W�S#Ø���ë� "@�b5���
�\�
 +¬�}�p6ë��#.�†/œ�:�G�\�_�|�W�Z�ö5��K�S5��_�X�8�Z�
�S�º�Ø�b��)¼�
 % �†�l�g�v)���
�†0°
°�M�•�G�\����

���� ��#Ø���ë� "@�b��#.�b�$0¯�_6õ�M�•�¦8o���b�
�_�c�
#Ø���ë� "@�b'�8®�H�\�_�

²��#.��
�$0¯5��†0°
°�M�•�o�?�
�Q�b
Æ�X�\�K�Z�

ƒ,�1�����#.��*…>&�ë� "@�b��#.�l�g�ë�2�_6õ��
�M�•�2�Š�‹/œ�ç'¨�� �²�b���� '¨�� �•�_0ñ�\�M�•*…>'�l�b��#.�$0¯5��
��#.��*…�l�b
Ì#Õ�<#Ý��
�$0¯5��
1���!Õ�G�p�‹0¿0¿*(*…>&�ë� "@�b��#.�l�g�ë�2�_6õ�M�•�2�Š'¨���� �²�b�� �b�� '¨����
8o�b1����†�w�E�S*…>'�[�6�•��#.��*…�l�b!•�7��#.�$0¯5��l�g1���!Õ�G�p�‹0¿0¿*(*…�è�¥��
�b!Õ�G�p�†/œ�W�Z�8�•��#.��*…�l�b!•�7��#.�$0¯5��_�X�8�Z�
�S�º�Ø��)¼�
 % �†�l�g�v)���
�†0°
°�M�•�G�\����

���� �Q�€�R�€�b�
�_0°
°�M�m�A�¦8o�b
²�Z�†0°
°�M�•�G�\�@�[�A�^�8�\�A�c�
�\0ñ�
�_���9��
(ì�b�\�>�~�� �\0°
°�K�
�\0ñ�
�_0°
°�M�m�A
Æ���†0°
°�K�S�9(ì�†�ç�Ü�M�•�G�\���r�S�
��
#Ø���ë� "@�b'�8®�@�� �è�V�6�•�\�A�c�
�S�º�Ø��)¼�l�g% �†�b�
�_���9(ì�b�\�>�~�� �\0°��

°�K�
�\0ñ�
�_0°
°�M�m�A
Æ���†0°
°�K�S�9(ì�†�ç�Ü�M�•�G�\���r�S�
�Q�€�R�€�b�
�_0°��

°�M�m�A�¦8o�@�^�8�\�A�c�
�� ���M���†0°
°�M�•�G�\����

���� �d�
�c0°
°�K�^�8�G�\����

�&�R�Q�I�L�G�H�Q�W�L�D�O��

（第６面）

備考

１ 前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入す

ること。

(1) ①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2) ②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合におけ

る元請完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等

の業種に応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3) ④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了

するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記

入すること。

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、

自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量

と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組

を記入すること。

５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理

委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関

する法律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用

委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１

項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外

の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組

を記入すること。

６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別

紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、

産業廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記

入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記

入すべき事項がないときは、「―」を記入すること。

７ ※欄は記入しないこと。
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産業廃棄物処理計画書（第2面～第5面）別紙 単位：トン（t ) 

①現状【前年度（令和7年度）実績】 

②計画【目標】 

産 業 廃 棄 物 の 種 類 

排
出
量
合
計
 

が
れ
き
類
 

陶クガ 
磁リラ 
器1 ス 
く トく 
ずくず 

ず・ 
及コ 
びン 

金 
属 
く 
ず 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
 

廃
石
膏
ボ
ー
ド
 

汚
泥
 

型
含
む
）
 

混
合
廃
棄
物
（
管
理
 

紙
く
ず
 

繊
維
く
ず
 

木
く
ず
 

I
 

．棄・ 勿の排出の抑制に関する事項 - - 
局現状 排出量 1388. 512 91. 211 11. 845 60. 275 76. 731 81. 60 4.00 21. 029 0. 023 64. 148 1799. 374 

- 

②計画 排出量 1300 86 10 57 73 77 4 20 1 61 1689 

自 

ら行うi圭業廃棄物の再生利用に関する事項 

①現状 自ら再生利用を行った産業廃棄物の量 5. 027 1. 557 10. 046 6. 957 0. 094 7. 658 31. 339 

②計画 自ら再生利用を行う産業廃棄物の量 5 1 9 6 1 7 29 

自 

ら行うi圭業廃棄物の中間処理に関する事項 

①現状 
自ら熱回収を行った産業廃棄物の量 0 

自ら中間処理により減量した産業廃棄物の量 0 

②計画 
自ら熱回収を行う産業廃棄物の量 0 

自ら中間処理により減量する産業廃棄物の量 0 

自 

ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に良 1する事項 

①現状 
自ら埋立処分又は海洋投入処分を行った 
産業廃棄物の量 0 

②計画 
自ら埋立処分又は海洋投入処分を行う 
産業廃棄物の量 0 

産業廃棄4 吻の処理の委認1こ関する事項 － ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

一 ① 
一 現 
一 状 

全処理委託量 1388. 512 

- 

86. 184 10. 288 50. 229 69. 774 

- 

81. 6 4. 0 20. 935 0. 023 56. 49 1768. 035 

優良認定処理業者への処理委託量 1388. 512 86. 184 10. 288 50. 229 69. 774 4. 0 20. 935 0. 023 56. 49 1686. 435 

再生利用業者への処理委託量 1388. 512 86. 184 10. 288 50. 229 69. 774 81. 6 4. 0 20. 935 0. 023 56. 49 1768. 035 

認定熱回収業者への処理委託量 0 

認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者 
への処理委託量 0 

②計画 

全 

処理委託量 1300 81 9 48 67 77 4 19 1 54 1660 

優良認定処理業者への処理委託量 1300 81 9 48 67 19 1 54 1579 

再生利用業者への処理委託量 1300 81 9 48 67 77 4 19 1 54 1660 

認定熱回収業者への処理委託量 0 

認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者 
への処理委託量 r rI -" 1 0 

産業廃棄物処理計画書（第２面～第５面）別紙 単位：トン（ｔ）

が
れ
き
類

ガ
ラ
ス
く
ず
・
コ
ン

ク
リ
ー

ト
く
ず
及
び

陶
磁
器
く
ず

金
属
く
ず

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類

廃
石
膏
ボ
ー

ド

汚
泥

混
合
廃
棄
物
（

管
理

型
含
む
）

紙
く
ず

繊
維
く
ず

木
く
ず

排
出
量
合
計

①現状 排出量 1388.512 91.211 11.845 60.275 76.731 81.60 4.00 21.029 0.023 64.148 1799.374

②計画 排出量 1300 86 10 57 73 77 4 20 1 61 1689

①現状 自ら再生利用を行った産業廃棄物の量 5.027 1.557 10.046 6.957 0.094 7.658 31.339

②計画 自ら再生利用を行う産業廃棄物の量 5 1 9 6 1 7 29

自ら熱回収を行った産業廃棄物の量 0

自ら中間処理により減量した産業廃棄物の量 0

自ら熱回収を行う産業廃棄物の量 0

自ら中間処理により減量する産業廃棄物の量 0

①現状
0

②計画
0

全処理委託量 1388.512 86.184 10.288 50.229 69.774 81.6 4.0 20.935 0.023 56.49 1768.035

優良認定処理業者への処理委託量 1388.512 86.184 10.288 50.229 69.774 4.0 20.935 0.023 56.49 1686.435

再生利用業者への処理委託量 1388.512 86.184 10.288 50.229 69.774 81.6 4.0 20.935 0.023 56.49 1768.035

認定熱回収業者への処理委託量 0

認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者
への処理委託量 0

全処理委託量 1300 81 9 48 67 77 4 19 1 54 1660

優良認定処理業者への処理委託量 1300 81 9 48 67 19 1 54 1579

再生利用業者への処理委託量 1300 81 9 48 67 77 4 19 1 54 1660

認定熱回収業者への処理委託量 0

認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者
への処理委託量 0

②計画

②計画

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

自ら埋立処分又は海洋投入処分を行った
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を行う
産業廃棄物の量

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

①現状

①現状【前年度(令和７年度)実績】

②計画【目標】

産　業　廃　棄　物　の　種　類

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項
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